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さ
や
か

　
本
書
は
、
現
在
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
の
首
都
で
あ
り
、
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
と

呼
ば
れ
て
い
る
都
市
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
。
た
だ
し
、
歴
史
地
理
学
・

文
化
地
理
学
を
専
門
と
す
る
著
者
ラ
イ
モ
ナ
ス
・
ブ
リ
エ
デ
イ
ス
は
、
こ
の

ま
ち
を
訪
れ
た
、
あ
る
い
は
長
期
に
わ
た
っ
て
滞
在
し
た
人
物
が
残
し
た
記

述
を
軸
に
本
書
を
組
み
立
て
た
。
そ
の
た
め
本
書
は
典
型
的
な
都
市
史
の
書

物
で
は
な
く
、
こ
の
ま
ち
を
旅
し
た
人
々
の
体
験
や
こ
の
ま
ち
の
表
象
に
つ

い
て
の
研
究
で
あ
り
、
旅
や
旅
人
、
文
学
、
地
図
と
い
っ
た
テ
ー
マ
と
密
接

に
結
び
つ
い
て
い
る
。
一
方
で
、
著
者
は
本
書
で
用
い
た
こ
れ
ら
の
外
部
の

者
に
よ
る
記
述
の
～
部
を
原
典
で
は
な
く
、
翻
訳
あ
る
い
は
他
の
研
究
書
か

ら
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
注
の
付
け
方
な
ど
の
特
徴
か
ら
も
、
こ
の
本
は
学

術
書
と
し
て
で
は
な
く
一
般
向
け
の
啓
蒙
書
と
位
置
付
け
た
方
が
良
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
都
市
偏
と
い
う
テ
ー
マ
の
特
集
号
に
こ
の
本
の

書
評
が
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
長
ら
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

周
縁
に
位
置
し
、
歴
史
的
に
は
単
独
の
民
族
、
書
語
、
宗
教
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
が
圧
倒
的
な
支
配
を
確
立
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
の
都
市
に
つ
い
て

の
研
究
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
は
そ
れ
な
り
の
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
ず
は
内
容
を
紹
介
し
た
い
。
本
書
は
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
時
代
順
に
並
ん
だ

八
つ
の
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　
プ
ロ
ロ
ー
グ
「
出
発
」
で
は
本
書
の
構
想
が
語
ら
れ
る
。
本
書
は
こ
の
ま

ち
の
周
縁
化
さ
れ
た
中
心
性
を
門
敷
居
扁
、
つ
ま
り
W
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
い

う
よ
う
に
境
界
線
で
も
点
で
も
な
い
、
流
動
的
な
領
域
と
捉
え
る
。
そ
し
て

「
敷
居
扁
に
踏
み
込
ん
だ
旅
人
と
い
う
外
部
の
者
に
よ
る
記
述
を
利
用
し
て
、

変
化
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
理
と
こ
の
ま
ち
の
歴
史
の
双
方
を
描
く
。
し
か

し
、
一
個
人
の
経
験
や
理
解
が
及
ば
な
い
ほ
ど
多
く
の
藷
語
や
文
化
、
記
憶

が
共
存
し
て
き
た
こ
の
ま
ち
で
は
、
土
地
に
生
ま
れ
育
っ
た
者
も
含
め
て
誰

も
が
異
邦
人
と
な
り
う
る
。
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
は
こ
う
し
た
意
味
合
い
も

込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
本
書
で
は
こ
の
都
市
の
名
前

（
な
ら
び
に
都
市
内
や
周
辺
地
域
の
地
名
）
が
史
料
に
現
れ
る
形
（
あ
る
い

は
語
り
手
の
言
語
）
に
応
じ
て
書
き
分
け
ら
れ
る
。
リ
ト
ア
ニ
ア
語
の
ヴ
イ

リ
ニ
ュ
ス
≦
『
貯
ω
の
ほ
か
に
、
ロ
シ
ア
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
の
ヴ
ィ
ル
ナ

≦
ぎ
鋤
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
ヴ
ィ
ル
ネ
≦
ぢ
Φ
、
ド
イ
ツ
語
の
ヴ
ィ
ル
ナ

芝
旨
鋤
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
ヴ
ィ
ル
ノ
芝
冒
。
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
地
名
表

記
の
複
雑
さ
は
巻
末
の
目
次
を
参
照
す
る
こ
と
で
解
消
さ
れ
る
は
ず
な
の
だ

が
、
残
念
な
が
ら
目
次
は
網
羅
的
で
は
な
い
。
だ
が
こ
の
地
域
の
錯
綜
す
る

歴
史
を
よ
り
公
平
に
記
す
た
め
、
本
書
評
で
も
こ
の
方
法
に
従
っ
て
こ
の
ま

ち
の
名
前
を
表
記
し
た
い
。
た
だ
し
付
言
し
て
お
け
ば
、
本
書
で
は
地
の
文

で
筆
者
が
用
い
る
の
は
ど
の
時
代
に
関
し
て
も
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
と
い
う
名
称

で
あ
り
、
こ
の
表
記
法
の
原
則
は
貫
徹
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　
第
～
章
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ふ
ち
」
は
、
中
世
か
ら
近
世
初
期
に
お
け
る
、

リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
の
首
都
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
を
西
方
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
と
の

か
か
わ
り
の
中
で
扱
う
。
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
が
ラ
テ
ン
世
界
の
文
献
で
言
及
さ
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れ
た
最
古
の
例
は
、
一
三
二
王
年
「
リ
ト
ア
ニ
ア
王
」
ゲ
デ
ィ
ミ
ナ
ス
が
教

皇
に
宛
て
た
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
す
る
旨
の
書
簡
に
お
い
て
で
あ
る
。
翌
年

＝
月
初
め
に
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
に
着
い
た
使
節
に
よ
る
と
、
ゲ
デ
ィ
ミ
ナ
ス

は
し
か
し
改
宗
の
意
図
を
否
定
、
リ
ト
ア
ニ
ア
に
お
け
る
宗
教
的
な
寛
容
と

平
等
の
精
神
を
楯
に
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
拒
絶
し
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
不

正
や
暴
力
、
罪
を
批
判
し
た
。
騎
士
団
や
他
の
カ
ト
リ
ッ
ク
諸
国
の
騎
士
に

よ
る
リ
ト
ア
ニ
ア
へ
の
略
奪
の
「
旅
」
お
誘
節
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
非
キ

リ
ス
ト
教
徒
と
の
区
別
が
厳
然
と
あ
る
一
方
で
、
使
節
が
残
し
た
記
録
か
ら

は
、
ド
ミ
ニ
コ
会
と
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
の
対
立
、
ゲ
デ
ィ
ミ
ナ
ス
の
改
宗

に
反
対
す
る
よ
う
有
力
異
教
徒
を
買
収
す
る
ド
イ
ツ
騎
士
団
な
ど
、
キ
リ
ス

ト
教
徒
対
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
い
う
区
分
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
事
象
も
浮
か

び
上
が
る
。
リ
ト
ア
ニ
ア
の
公
式
な
キ
リ
ス
ト
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
改
宗
か

ら
一
世
紀
以
上
を
経
た
一
六
世
紀
初
頭
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
を
訪
れ
た
教
皇
特
使

Z
・
フ
エ
ッ
レ
…
リ
は
、
当
時
の
君
主
ジ
グ
ム
ン
ト
一
世
の
兄
で
敬
慶
と
禁

欲
で
知
ら
れ
た
カ
ジ
ミ
ェ
シ
ュ
（
一
四
八
四
年
没
）
の
列
聖
に
関
す
る
調
査

を
行
っ
た
。
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
に
所
縁
の
あ
る
最
初
の
聖
人
は
東
方
正
教
会
の

信
徒
三
人
で
あ
っ
た
が
、
カ
ジ
ミ
ェ
シ
ュ
の
列
聖
作
業
は
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界

に
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
を
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
第
二
章
「
サ
ル
マ
チ
ア
の
地
図
作
り
」
で
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
が

ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
と
合
同
し
、
「
共
和
国
」
を
構
成
し
て
い
た
ル
ネ
サ
ン
ス

期
か
ら
バ
ロ
ッ
ク
期
に
か
け
て
の
ヴ
ィ
ル
ノ
を
扱
う
。
「
共
和
国
」
の
貴
族

た
ち
は
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
再
発
見
さ
れ
た
古
典
古
代
の
あ
い
ま
い
な
地
域
概

念
で
あ
る
サ
ル
マ
チ
ア
に
自
ら
の
起
源
を
見
出
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

リ
ト
ア
ニ
ア
は
広
大
な
未
開
の
土
地
サ
ル
マ
チ
ア
と
お
お
む
ね
同
～
視
さ
れ
、

ヴ
ィ
ル
ノ
は
辺
境
の
混
沌
と
し
て
粗
野
な
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
都
市
と
し
て

描
か
れ
た
。
当
時
の
外
国
人
に
よ
る
詑
述
で
は
、
サ
ル
マ
チ
ア
人
（
リ
ト
ア

ニ
ア
入
）
は
し
ば
し
ば
残
酷
で
怠
惰
、
社
会
の
紀
律
や
性
的
モ
ラ
ル
の
意
識

が
低
い
と
記
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ヴ
ィ
ル
ノ
の
辺
境
性
は
宗
教
的
寛
容
や
異

文
離
離
の
相
互
作
用
を
可
能
に
す
る
強
み
で
も
あ
り
、
両
キ
リ
ス
ト
教
世
界

を
つ
な
ぐ
外
交
上
の
重
要
性
を
有
し
て
も
い
た
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
辺

境
た
る
サ
ル
マ
チ
ア
に
つ
い
て
の
地
理
認
識
が
深
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い

う
概
念
が
地
図
上
で
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
空
間
的
実
体
と
し
て

の
サ
ル
マ
チ
ア
の
意
義
が
逆
に
薄
れ
て
い
っ
た
と
い
う
指
摘
は
興
味
深
い
。

　
ヴ
ィ
ル
ノ
の
バ
ロ
ッ
ク
時
代
は
一
六
〇
二
年
の
カ
ジ
ミ
ェ
シ
ュ
の
列
聖
で

幕
を
開
け
る
。
聖
カ
ジ
ミ
ェ
シ
ュ
教
会
（
一
六
〇
四
年
建
造
開
始
）
を
稽
矢

に
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
建
築
が
主
に
貴
族
に
よ
っ
て
次
々
と
建
て
ら
れ
た
。
一

七
、
～
八
世
紀
は
、
ロ
シ
ア
（
モ
ス
ク
ワ
）
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
よ
る
ヴ
イ

ル
ノ
占
領
を
含
む
諸
外
国
と
の
戦
争
や
疫
病
、
大
火
な
ど
混
乱
が
続
い
た
。

ま
た
、
ル
ネ
サ
ン
ス
以
来
古
代
ロ
ー
マ
の
貴
族
に
自
ら
の
起
源
を
位
置
づ
け

て
き
た
リ
ト
ア
ニ
ア
の
大
貴
族
は
バ
ロ
ッ
ク
建
築
に
よ
っ
て
ロ
ー
マ
と
の
つ

な
が
り
を
視
覚
的
に
示
そ
う
と
し
た
。
こ
の
二
点
を
背
景
と
し
て
、
ヴ
ィ
ル

ノ
で
は
一
八
世
紀
後
半
に
な
っ
て
も
な
お
バ
ロ
ッ
ク
時
代
が
続
い
た
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
第
一
章
で
扱
わ
れ
た
時
代
同
様
、
都
市

の
書
語
的
・
宗
教
的
多
様
性
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
な
ど
一
部
の
住
人
や
多
く
の

外
国
人
に
よ
っ
て
否
定
的
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
。

　
第
三
章
「
啓
蒙
の
暗
が
り
」
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
の
第
二
回
の
航

海
に
同
行
し
、
啓
蒙
の
世
紀
を
体
現
す
る
科
学
者
J
・
G
・
A
・
フ
ォ
ル
ス

タ
ー
が
ヴ
ィ
ル
ノ
大
学
の
七
宮
と
し
て
一
七
入
戸
…
八
七
年
掛
こ
の
ま
ち
に

滞
在
し
た
様
子
を
描
く
。
第
一
次
分
割
を
経
験
し
た
「
共
和
国
」
は
、
当
時

ド
イ
ツ
人
の
問
で
は
～
般
に
、
啓
蒙
の
価
値
を
理
解
し
な
い
、
知
的
・
学
問

282 （282）



評
I
t
：

日

的
水
準
の
低
い
、
政
治
的
時
代
錯
誤
の
国
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
フ
ォ
ル
ス

タ
ー
は
「
共
和
国
鳳
領
内
の
ド
イ
ツ
語
系
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
家
庭
に
生
ま

れ
た
が
、
そ
の
視
線
は
外
国
人
の
も
の
で
あ
る
。
旅
の
道
士
や
ヴ
イ
ル
ナ
に

関
す
る
彼
の
評
価
や
記
述
は
と
き
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。
た
と
え
ば
、

道
中
の
人
々
の
貧
困
と
抑
圧
状
態
に
衝
撃
を
受
け
て
半
自
然
・
半
文
明
の
状

態
と
記
し
、
周
囲
の
景
観
も
悲
観
的
に
描
く
一
方
面
、
グ
ロ
ド
ノ
で
開
か
れ

て
い
た
「
共
和
国
」
の
全
国
議
会
の
様
子
を
好
意
的
に
捉
え
た
。
ヴ
ィ
ル
ナ

の
上
流
社
会
の
過
剰
な
ま
で
の
寛
大
さ
と
社
会
的
・
性
的
親
密
さ
に
閉
口
し
、

ヴ
イ
ル
ナ
滞
在
を
嫌
悪
し
た
か
と
思
う
と
、
静
か
に
研
究
に
打
ち
込
む
に
は

最
適
の
場
所
で
あ
る
と
考
え
、
自
ら
を
ヴ
イ
ル
ナ
へ
の
啓
蒙
の
伝
道
者
と
位

置
づ
け
た
。
だ
が
、
大
学
と
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
相
互
の
過
度
の
期
待
に
起
因
す

る
行
き
違
い
と
雷
語
的
な
孤
立
か
ら
、
彼
は
学
問
や
教
育
が
軽
視
さ
れ
て
い

る
ヴ
イ
ル
ナ
は
啓
蒙
に
値
し
な
い
と
啓
蒙
の
使
命
を
投
げ
出
し
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
調
査
航
海
に
招
か
れ
て
ヴ
イ
ル
ナ
を
離
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
第
三
次
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
に
よ
っ
て
こ
の
ま
ち
は
ロ
シ
ア
帝
国
に
併
合
さ

れ
た
。
第
四
章
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
呪
い
」
は
、
ヴ
ィ
ル
ノ
大
学
で
約
二
十
年

問
教
え
た
ウ
ィ
ー
ン
出
身
の
医
師
J
・
フ
ラ
ン
ク
に
よ
る
記
述
と
、
一
八
一

二
年
六
月
に
始
ま
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
モ
ス
ク
ワ
遠
征
に
参
加
し
た
フ
ラ
ン
ス

同
盟
軍
や
ロ
シ
ア
軍
の
将
兵
の
記
述
な
ど
か
ら
な
る
。
フ
ラ
ン
ク
は
同
市
の

社
交
界
に
溶
け
込
み
、
物
質
生
活
や
宗
教
的
慣
習
、
ユ
ダ
ヤ
人
な
ど
に
つ
い

て
興
味
深
い
記
述
を
残
し
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
疾
病
を
人
種
的
な
特
徴
や
宗
教

的
・
社
会
的
慣
習
、
食
習
慣
に
よ
っ
て
整
理
し
よ
う
と
も
試
み
て
い
る
。

　
モ
ス
ク
ワ
遠
征
に
参
加
し
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
や
A
・
コ
ラ
ン
ク
ー
ル
な
ど
、

様
々
な
国
か
ら
来
た
異
な
る
階
層
の
将
兵
や
外
交
宮
、
そ
の
他
民
聞
人
に
よ

る
記
述
は
、
本
書
の
中
で
も
特
に
大
き
く
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
や
や
長

く
な
る
が
一
部
を
紹
介
し
た
い
。
ヴ
イ
ル
ナ
に
着
く
ま
で
に
早
く
も
露
呈
し

た
大
陸
軍
の
地
理
情
報
の
不
足
や
地
図
の
不
備
。
糧
食
や
物
資
の
不
足
と
ロ

シ
ア
軍
の
焦
土
作
戦
に
起
因
す
る
と
さ
れ
る
大
陸
軍
に
よ
る
過
度
の
徴
発
や

略
奪
。
一
方
で
、
そ
れ
が
ロ
シ
ア
国
内
に
入
る
以
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
と

い
う
記
述
。
高
官
ら
の
祝
祭
的
な
時
空
間
と
兵
士
や
一
般
住
民
、
農
村
部
の

み
じ
め
な
飢
餓
的
状
況
。
一
面
に
広
が
る
森
と
人
け
の
な
い
未
開
の
土
地
へ

の
進
軍
と
、
上
が
ら
ぬ
士
気
。
退
却
時
の
飢
え
と
寒
さ
、
敵
の
襲
来
に
よ
る

混
乱
や
多
く
の
死
者
。
極
限
状
況
で
の
人
間
的
感
情
の
麻
痺
。
持
て
る
限
り

の
略
奪
晶
を
携
え
て
退
却
す
る
様
子
。
一
二
月
初
め
に
大
陸
軍
は
辛
う
じ
て

ヴ
イ
ル
ナ
に
た
ど
り
着
く
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
密
か
に
パ
リ
へ
と
脱
出
、
残

さ
れ
た
兵
士
た
ち
の
多
く
が
ヴ
ィ
ル
ナ
で
命
を
落
と
し
た
。
ヴ
イ
ル
ナ
撤
退

時
の
戦
闘
に
お
い
て
も
、
指
揮
官
が
逃
げ
敗
走
が
決
ま
る
と
多
く
の
兵
士
が

敵
に
先
ん
じ
て
自
軍
の
略
奪
最
を
奪
い
合
う
光
景
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。
ロ

シ
ア
軍
が
再
度
ヴ
ィ
ル
ナ
に
戻
っ
て
き
た
と
き
、
市
に
至
る
ま
で
の
街
道
に

も
市
内
に
も
死
体
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
ロ
シ
ア
の
将
校
の
残
し
た
叙
述
に
も

フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
解
放
と
い
う
「
歓
喜
」
だ
け
で
は
な
く
冷
や
や
か
な
眼
差

し
が
存
在
し
た
。

　
第
五
章
「
ロ
シ
ア
の
策
略
」
は
、
主
と
し
て
ロ
シ
ア
の
作
家
や
芸
術
家
の

目
を
通
し
て
ロ
シ
ア
帝
国
の
一
地
方
都
市
と
な
っ
た
ヴ
ィ
ル
ナ
に
つ
い
て
語

る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
エ
リ
ー
ト
と
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
暮
ら
す
ヴ
ィ
ル
ナ
に

対
す
る
ロ
シ
ア
統
治
の
変
遷
に
も
触
れ
て
い
る
。
同
市
は
一
八
六
〇
年
代
の

鉄
道
開
通
以
降
ロ
シ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
結
ぶ
拠
点
と
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

へ
往
来
す
る
ロ
シ
ア
人
た
ち
に
と
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
玄
関
口
と
感
じ
ら
れ

て
い
た
。
本
章
で
特
に
印
象
的
な
の
は
、
と
も
に
旧
り
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
の

貴
族
に
出
色
を
持
つ
作
家
の
F
・
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と
画
家
の
M
・
ド
ブ
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ジ
ン
ス
キ
ー
の
こ
の
ま
ち
に
対
す
る
態
度
の
違
い
で
あ
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス

キ
～
夫
妻
は
｝
八
六
七
年
に
ド
イ
ツ
へ
の
旅
の
途
中
ヴ
ィ
ル
ナ
を
通
過
し
た
。

自
分
の
出
自
に
対
す
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
か
ら
逆
に
反
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
・
反

ユ
ダ
ヤ
的
な
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
、
妻
の
日
記
に
よ
る
と
、
ヴ
ィ
ル
ナ
に

泊
ま
っ
た
晩
強
盗
に
対
す
る
不
安
に
駆
ら
れ
て
部
屋
を
内
側
か
ら
家
具
や
荷

物
で
封
鎖
し
た
の
だ
っ
た
。
他
方
ド
ブ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
一
九
世
紀
末
の
数
年

間
を
ヴ
イ
ル
ナ
で
過
ご
し
、
そ
の
後
も
た
び
た
び
同
市
を
訪
れ
た
。
彼
は
ヴ

ィ
ル
ナ
の
ロ
シ
ア
化
に
違
和
感
を
覚
え
る
一
方
、
同
市
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
建
築

の
美
に
目
覚
め
、
西
欧
滞
在
後
も
こ
の
ま
ち
へ
の
愛
着
を
捨
て
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
ヴ
ィ
ル
ナ
の
路
上
で
作
画
中
に
住
民
と
い
わ
ば
「
ふ
れ
あ
う
」
様

子
も
回
想
録
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
第
六
章
「
ド
イ
ツ
の
侵
入
」
は
第
～
次
世
界
大
戦
中
ロ
シ
ア
帝
国
に
侵
攻

し
、
ヴ
イ
ル
ナ
を
占
領
し
た
ド
イ
ツ
軍
に
つ
い
て
述
べ
る
。
中
心
に
な
る
の

は
、
占
領
軍
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
新
聞
『
ヴ
ィ
ル
ナ
新
聞
㎞
§
§
§
、

昏
蹄
§
偽
に
掲
載
さ
れ
た
、
芸
術
批
評
家
P
・
○
・
H
・
フ
ェ
ヒ
タ
ー
に
よ

る
休
暇
中
の
ド
イ
ツ
軍
兵
士
向
け
の
街
案
内
「
ヴ
ィ
ル
ナ
街
歩
き
扁
シ
リ
ー

ズ
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
実
際
に
市
内
を
歩
き
回
っ
た
フ
ェ
ヒ
タ
ー
は
徐
々
に

ヴ
ィ
ル
ナ
に
ド
イ
ツ
的
景
観
を
見
出
し
、
記
事
で
同
市
を
ド
イ
ツ
的
空
間

一
の
境
界
部
分
　
　
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
。
本
シ
リ
ー
ズ
は
ま
ち
に

対
す
る
美
的
感
覚
を
表
現
し
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
軍
に
よ
る
占
領
地
の
植
民
地

化
と
「
文
明
化
」
、
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
化
政
策
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
。
フ

ェ
ヒ
タ
ー
の
街
歩
き
に
は
細
い
路
地
や
神
秘
的
な
ユ
ダ
ヤ
人
爵
、
タ
タ
ー
ル

の
住
む
街
区
も
含
ま
れ
る
。
彼
は
衛
生
状
態
の
悪
さ
や
貧
困
な
ど
に
対
す
る

拒
否
感
を
乗
り
越
え
て
ユ
ダ
ヤ
三
雲
に
入
り
込
み
、
路
地
で
の
商
い
の
様
子
、

安
息
日
の
礼
拝
、
特
に
大
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
様
子
を
描
い
た
。
そ
れ
は
ヴ
ィ
ル

ナ
に
存
在
す
る
も
う
一
つ
の
世
界
だ
っ
た
。
フ
ェ
ヒ
タ
ー
は
前
線
か
ら
戻
っ

た
兵
士
が
故
郷
の
都
市
と
ヴ
ィ
ル
ナ
を
重
ね
合
わ
せ
る
さ
ま
を
感
傷
的
に
描

い
た
が
、
筆
者
に
よ
れ
ば
多
く
の
兵
士
は
ヴ
ィ
ル
ナ
に
対
し
て
物
質
的
な
か

か
わ
り
あ
る
い
は
性
的
な
経
験
を
持
っ
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
後
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ソ
連
に
よ
っ

て
領
有
が
争
わ
れ
た
こ
の
ま
ち
は
、
結
局
新
生
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
の
一
地
方

都
市
と
な
り
な
が
ら
も
、
リ
ト
ア
ニ
ア
国
家
の
憲
法
上
の
首
都
で
あ
り
続
け

た
。
第
七
章
「
不
在
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
」
で
は
、
両
大
戦
問
期
の
こ
の
ま
ち
に

お
い
て
住
民
の
約
半
数
を
占
め
な
が
ら
そ
の
声
が
ど
の
国
家
に
よ
っ
て
も
代

弁
さ
れ
な
か
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
。
主
に
利
用
さ
れ
る
の

は
、
一
九
二
四
年
に
雑
誌
社
の
依
頼
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
れ
た
、
同
化
ユ
ダ

ヤ
入
の
両
親
を
持
つ
ド
イ
ツ
の
医
師
兼
作
家
A
・
デ
ー
ブ
リ
ー
ン
の
記
述

（『

|
ー
ラ
ン
ド
旅
行
嚇
）
で
あ
る
。
ヴ
イ
ル
ネ
の
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
は
当
時
イ

デ
イ
ッ
シ
ュ
世
界
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
非
ユ
ダ
ヤ
人
の
あ
い
だ
で
は
反
感

や
軽
蔑
の
対
象
と
も
な
っ
て
い
た
。
デ
ー
ブ
リ
ー
ン
は
、
周
囲
の
社
会
に
同

化
し
た
西
方
の
ユ
ダ
ヤ
入
に
は
な
い
、
ヴ
イ
ル
ネ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
文
化
的
・

政
治
的
活
動
の
活
発
さ
、
精
神
世
界
や
信
仰
の
豊
か
さ
に
触
れ
、
敬
意
を
抱

い
た
。
彼
は
ま
た
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
や
ブ
ン
ト
、
ヘ
ブ
ラ
イ
主
義
と
イ
デ
ィ
ッ

シ
ュ
主
義
な
ど
の
近
代
ユ
ダ
ヤ
社
会
の
諸
潮
流
に
お
け
る
、
信
仰
と
国
家
・

政
治
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
も
指
摘
し
た
。
彼
は
ブ
ン
ト
に
シ
ン
パ
シ
ー
を
寄
せ

る
一
方
、
ユ
ダ
ヤ
圖
家
は
ユ
ダ
ヤ
の
宗
教
性
に
反
す
る
と
し
て
シ
オ
ニ
ズ
ム

に
は
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。

　
最
終
章
「
激
動
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
で
は
こ
れ
ま
で
の
章
と
は
や
や
趣
を
変

え
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
直
前
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
ま
で
の
同
市
に
お
け

る
死
者
及
び
そ
の
コ
メ
モ
レ
イ
シ
ョ
ン
（
埋
葬
、
墓
地
）
を
申
心
に
、
過
去
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評書

や
記
憶
の
消
去
と
上
書
き
と
い
う
歴
史
的
な
見
せ
か
け
の
問
題
が
語
ら
れ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
後
こ
の
都
市
の
帰
属
は
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ソ
連
、
ド
イ

ツ
、
再
び
ソ
連
と
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
、
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
入
ロ
を
抱

え
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
都
市
ヴ
イ
ル
ノ
／
ヴ
ィ
ル
ネ
が
リ
ト
ア
ニ
ア
・
ソ
ビ
エ

ト
社
会
主
義
共
和
国
の
首
都
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
に
変
わ
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
社
会

の
消
滅
と
「
本
国
送
還
㎏
と
い
う
名
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
追
放
な
ど
に
よ
っ

て
一
九
三
九
一
四
九
年
の
間
に
こ
の
ま
ち
は
人
目
の
九
割
を
失
い
、
代
わ
り

に
リ
ト
ア
ニ
ア
の
他
地
域
あ
る
い
は
ロ
シ
ア
本
国
か
ら
人
が
移
り
住
ん
だ
。

土
地
に
生
ま
れ
た
者
が
部
外
者
に
な
り
、
新
来
の
者
が
地
元
の
者
に
な
っ
た

の
で
あ
っ
た
。
本
書
の
タ
イ
ト
ル
は
こ
の
こ
と
を
も
象
徴
し
て
い
る
。
戦
後
、

記
憶
の
消
去
・
忘
却
と
地
名
の
変
更
や
街
区
の
再
開
発
、
墓
地
の
撤
去
（
あ

る
い
は
そ
の
再
建
、
再
埋
葬
）
な
ど
都
市
表
面
の
操
作
の
上
に
、
ソ
連
時
代

の
社
会
主
義
的
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
や
、
さ
ら
に
は
独
立
後
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
～
事
た
る
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
が
作
ら
れ
た
。
そ

れ
で
も
、
異
な
る
民
族
出
自
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
者
が
混
在
し
て
埋
葬
さ
れ

て
い
る
墓
地
や
、
ド
イ
ツ
軍
戦
争
犯
罪
者
や
ユ
ダ
ヤ
人
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
参

加
し
た
対
毎
歳
力
者
、
殺
人
犯
な
ど
を
含
む
N
K
V
D
の
犠
牲
者
の
記
念
の

問
題
な
ど
、
こ
の
ま
ち
の
記
憶
は
常
に
不
協
和
音
を
奏
で
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
本
書
の
要
約
で
あ
る
。
だ
が
本
書
は
エ
ピ
ロ
ー
グ
を
持
た
ず
、
そ

の
読
み
は
開
か
れ
て
い
る
。
ま
た
本
書
で
記
述
さ
れ
る
内
容
自
体
は
多
岐
に

わ
た
り
、
本
書
の
価
値
の
｝
つ
は
個
々
の
具
体
的
な
記
述
や
一
般
化
の
難
し

い
個
人
の
体
験
、
個
々
人
に
よ
る
叙
述
の
違
い
に
あ
る
こ
と
も
雷
い
添
え
て

お
き
た
い
。

　
さ
て
、
本
書
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
独
立
後
に
包
括
的
な
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
作
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
、
詩
型
で
文
学
者
の
T
・
ヴ

エ
ン
ツ
ロ
ヴ
ァ
の
ヴ
イ
リ
ニ
ュ
ス
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
に
大
き
な
影
響
を
受

　
　
　
①

け
て
い
る
。
ヴ
ェ
ン
ツ
ロ
ヴ
ァ
が
提
起
し
た
こ
の
問
題
は
、
都
市
ヴ
ィ
リ
ニ

ュ
ス
だ
け
で
な
く
リ
ト
ア
ニ
ア
国
家
全
体
の
抱
え
る
問
題
で
も
あ
り
、
リ
ト

ア
ニ
ア
史
、
ヴ
イ
リ
ニ
ュ
ス
史
研
究
に
お
い
て
も
多
民
族
性
、
多
宗
教
性
、

多
蕎
語
性
を
ふ
ま
え
た
歴
史
叙
述
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
出
版
さ

れ
た
本
書
は
、
一
国
の
首
都
を
異
邦
人
の
ま
ち
と
名
付
け
る
こ
と
、
特
に
一

九
四
五
年
以
降
に
つ
い
て
も
そ
う
呼
ぶ
こ
と
が
リ
ト
ア
ニ
ア
系
の
読
者
の
間

　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
議
論
を
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
大
胆
な
挑
戦
で
あ
り
、

ま
た
同
市
の
歴
史
の
重
層
性
と
と
き
に
は
そ
の
表
象
の
作
為
性
を
都
市
史
の

枠
を
超
え
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
の
中
に
位
置
付
け
る
有
意
義
な
本
と
な
っ

て
い
る
。

　
本
書
を
読
む
と
ま
ず
は
戦
争
と
略
奮
、
疫
病
の
多
さ
に
驚
く
。
ま
た
、
見

知
ら
ぬ
土
地
に
足
を
踏
み
入
れ
た
旅
人
が
残
し
た
記
述
の
面
白
さ
に
引
き
込

ま
れ
る
。
そ
し
て
現
在
の
都
市
の
外
観
か
ら
失
わ
れ
た
も
の
の
多
さ
に
標
然

と
す
る
。
た
と
え
ば
、
ソ
連
時
代
に
以
前
の
ユ
ダ
ヤ
人
街
に
あ
っ
た
「
ド
イ

ツ
通
り
」
は
ソ
連
式
の
街
区
に
改
造
さ
れ
、
「
博
物
館
通
り
」
と
名
付
け
ら

れ
た
（
現
在
は
「
ド
イ
ツ
通
り
」
に
戻
さ
れ
て
い
る
）
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

や
タ
タ
ー
ル
、
ユ
ダ
ヤ
人
な
ど
「
他
者
扁
の
墓
地
は
撤
去
・
再
開
発
の
対
象

と
な
り
、
墓
石
は
建
材
へ
と
再
利
用
さ
れ
た
と
い
う
。
リ
ト
ア
ニ
ア
独
立
後

も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
墓
地
を
除
い
て
こ
れ
ら
の
墓
地
は
再
建
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、
特
に
ユ
ダ
ヤ
人
墓
地
跡
地
は
新
た
な
商
業
区
域
の
一
画
と
な
っ
た
。

記
念
碑
や
案
内
板
が
多
い
旧
ユ
ダ
ヤ
入
街
を
除
け
ば
、
現
在
の
ま
ち
の
景
観

か
ら
だ
け
で
は
こ
う
し
た
過
去
は
ほ
と
ん
ど
窺
い
知
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
第

八
章
を
読
め
ば
、
死
者
の
コ
メ
モ
レ
イ
シ
ョ
ン
は
過
去
や
記
憶
の
消
去
と
上

書
き
に
利
用
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
う
し
た
操
作
に
異
を
唱
え
、
上
書
き
さ
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れ
た
下
か
ら
で
も
な
お
過
去
や
記
憶
を
語
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
は
都
市
に
注
目
し
た
研
究
だ
か
ら
こ
そ
扱
い
う
る
テ
ー
マ

で
あ
ろ
う
。
継
続
的
に
人
が
住
み
続
け
、
地
域
の
中
心
で
あ
っ
た
都
市
に
視

点
を
絞
る
こ
と
で
、
国
家
あ
る
い
は
地
域
の
歴
史
か
ら
は
見
え
に
く
い
、
土

地
に
蓄
積
さ
れ
た
記
憶
や
歴
史
が
明
確
に
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。
同
一

の
場
所
に
つ
い
て
の
ま
っ
た
く
異
な
る
経
験
や
記
憶
が
存
在
す
る
と
い
う
こ

と
を
本
書
は
見
事
に
示
し
て
い
る
。

　
だ
が
、
本
書
は
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
。

　
そ
の
第
　
は
、
こ
の
ま
ち
に
つ
い
て
の
外
部
の
者
に
よ
る
記
述
の
扱
い
方

と
そ
の
選
び
方
で
あ
る
。
本
書
で
利
用
さ
れ
て
い
る
史
料
は
、
日
記
や
回
想

録
、
手
紙
、
新
聞
記
事
、
文
学
作
品
、
報
告
書
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ

を
残
し
た
入
物
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
様
々
な
国
か
ら
来
た
聖
職
者
や
外
交
宮
、

軍
人
、
作
家
、
科
学
者
な
ど
多
様
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
本
書
の
大
き
な
魅

力
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
た
だ
、
史
料
の
な
か
に
は
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
没
落
後
に
書
か
れ
た
モ
ス
ク
ワ
遠
征
に
関
す
る
回
想
録
な
ど
詳
細
な

史
料
批
判
が
必
要
な
も
の
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
史
料
の
性
格
に
つ
い
て

は
、
書
き
手
や
成
立
の
経
緯
が
簡
単
に
述
べ
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
突
っ
込

ん
だ
議
論
や
説
明
が
な
い
場
合
も
多
い
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
は
そ
の
ま
ま

こ
の
ま
ち
の
歴
史
と
し
て
扱
う
の
で
は
な
く
、
こ
の
ま
ち
の
表
象
（
の
歴

史
）
と
し
て
扱
う
べ
き
も
の
だ
と
い
え
る
。
実
際
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
か
ら
も
こ

う
し
た
筆
者
の
姿
勢
が
読
み
取
れ
、
ほ
か
の
研
究
書
や
統
計
的
な
史
料
な
ど

か
ら
ま
ち
の
歴
史
を
～
通
り
伝
え
る
よ
う
に
構
成
し
て
い
る
こ
と
も
窺
え
る
。

だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
述
の
よ
う
な
史
料
の
一
部
が
ま
ち
自
体

の
歴
史
を
表
す
も
の
と
し
て
本
文
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
本
書
の
記

述
の
な
か
で
ま
ち
の
歴
史
と
ま
ち
の
表
象
の
歴
史
が
錯
綜
す
る
感
は
否
め
な

い
。　

ま
た
、
本
書
で
本
格
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
外
部
か
ら
の
訪
問
者
の
叙
述

の
中
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
あ
る
い
は
近
世
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
出
身
者
に
よ
る
も

の
は
な
い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
は
リ
ト
ア
ニ
ア
の
カ
ト
リ
ッ
ク
改
宗
以
来
王

朝
連
合
を
形
成
し
、
　
一
五
六
九
年
以
後
は
連
合
圏
家
「
共
和
国
」
を
築
い
て

い
た
と
は
い
え
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
出
身
者
と
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
出
身
者

は
法
や
慣
習
の
上
で
も
、
自
意
識
の
上
で
も
異
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
ポ
ー

ラ
ン
ド
分
割
以
降
、
西
部
諸
県
と
し
て
ロ
シ
ア
帝
国
の
直
接
支
配
を
う
け
た

ヴ
イ
ル
ナ
を
含
む
地
域
の
住
人
と
、
プ
ロ
イ
セ
ン
領
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
、

そ
し
て
～
九
世
紀
半
ば
ま
で
＝
疋
の
自
治
を
認
め
ら
れ
て
い
た
ロ
シ
ア
領

ポ
ー
ラ
ン
ド
王
國
の
住
人
の
あ
い
だ
で
は
、
社
会
的
・
経
済
的
・
文
化
的
な

差
異
は
よ
り
広
が
っ
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
出
身
者
は
い

わ
ば
｝
番
身
近
な
異
邦
人
で
あ
り
、
本
書
は
そ
の
記
述
を
欠
い
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
話
者
に
せ
よ
、
イ
デ
イ
ッ
シ
ュ

話
者
に
せ
よ
、
同
じ
言
語
を
話
す
異
邦
人
と
い
う
類
型
を
本
書
が
想
定
し
て

い
な
い
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
。

　
次
に
、
本
書
は
中
世
か
ら
現
代
ま
で
を
カ
バ
ー
し
た
う
え
で
、
宗
教
、
地

理
認
識
、
戦
争
、
コ
メ
モ
レ
イ
シ
ョ
ン
と
、
扱
う
内
容
も
甚
だ
広
い
。
だ
が

そ
れ
ゆ
え
に
各
章
の
考
察
に
物
足
り
な
さ
を
覚
え
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
第
二
章
で
扱
わ
れ
た
、
言
語
的
・
宗
教
的
に
多
様
な
「
共
和
国
」

の
貴
族
を
統
合
し
、
そ
の
特
権
を
歴
史
的
に
正
当
化
す
る
役
割
を
果
た
し
た

サ
ル
マ
チ
ア
起
源
説
に
対
し
て
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
貴
族
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
貴
族

に
対
す
る
差
異
や
優
位
を
示
す
も
の
と
し
て
の
ロ
ー
マ
起
源
説
が
対
置
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
本
書
で
も
リ
ト
ア
ニ
ア
貴
族
の
ロ
ー
マ
起
源
に
つ
い
て
は

触
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
ロ
ー
マ
起
源
説
は
系
譜
へ
の
関
心
の
一
つ
と
し
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て
サ
ル
マ
チ
ズ
ム
や
バ
ロ
ッ
ク
的
思
考
の
一
部
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
か
の
よ

う
で
あ
る
。
サ
ル
マ
チ
ズ
ム
と
の
対
立
的
な
側
面
を
含
め
て
よ
り
丁
寧
な
議

論
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
本
書
の
広
範
な
関
心
の
裏
で
、
主
要
な
ト
ピ
ッ
ク

へ
の
力
点
の
置
き
方
ー
ユ
ダ
や
入
に
対
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
含
む
第
二

次
世
界
大
戦
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
一
八
＝
　
年
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
る
モ

ス
ク
ワ
遠
征
ほ
ど
具
体
的
で
は
な
い
一
に
説
明
が
必
要
と
思
わ
れ
る
場
合

も
あ
る
。

　
最
後
に
技
術
的
な
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
歴
史
地
理
学
の
視
点
か
ら
描
か

れ
た
本
書
は
地
図
へ
の
言
及
が
多
く
、
図
版
を
豊
富
に
収
録
し
て
い
る
。
だ

が
本
文
中
で
重
要
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
地
図
の
す
べ
て
が
本
書
に
収
録
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
さ
ら
に
都
市
内
や
郊
外
の
地

名
が
た
び
た
び
登
場
し
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

地
形
や
通
り
の
名
が
わ
か
る
よ
う
な
こ
の
ま
ち
の
地
図
は
限
ら
れ
て
お
り
、

土
地
に
不
案
内
な
読
者
に
は
不
親
切
で
あ
る
。

　
そ
の
他
に
も
些
細
な
間
違
い
は
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

辺
境
に
位
遣
す
る
こ
の
ま
ち
に
つ
い
て
の
外
部
の
者
に
よ
る
叙
述
が
そ
の

時
々
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
像
を
映
す
鏡
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
う

え
で
こ
の
ま
ち
の
包
括
的
な
歴
史
の
モ
デ
ル
を
示
し
た
本
書
に
は
、
｝
読
の

価
値
が
あ
ろ
う
。

①
↓
。
ヨ
器
く
雪
。
δ
く
卑
§
ミ
鴨
馬
簑
§
ミ
の
ミ
ミ
ミ
時
ミ
魯
鋒
甥
二
丁
含
詳
効
ヨ

　
ζ
鉱
づ
．
N
O
O
⑦
ブ
リ
エ
デ
ィ
ス
が
引
用
し
て
い
る
ヴ
ェ
ン
ツ
ロ
ヴ
ァ
の
こ
の
主
張

　
は
以
下
。
H
9
ミ
寄
ミ
窮
、
Q
曼
O
ミ
譜
・
≦
巨
ロ
ω
・
卜
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O
O
押
P
O
・

②
≦
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し
d
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、
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§
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G
昼
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9
ミ
、
蒸
誘
、
“
奪
ヘ
ミ
竃
§
O
鴨
驚
喜
ξ
§
職
肉
8
ミ
、
ミ
塗
卜
。
O
δ
黛
．
窯
0
5
ω
．
P

　
お
弗

（
し
d
p
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ぎ
ω
一
磐
ぎ
ω
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O
国
d
牢
①
ω
ω
Ψ
≦
巨
¢
ω
b
O
8
．
b
。
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9
℃
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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